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　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会では、３月２８日、高梁総合福祉センターで理事
会、評議員会を開催しました。平成１８年度の事業計画をはじめ、一般会計予算・特別
会計予算及び平成１７年度一般会計補正予算・特別会計補正予算について理事会で
承認、評議員会で議決されました。 
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1 8 . 5 . 1 5 第7号 （2）

（
重
点
目
標
）

一
、
経
営
体
制
の
拡
充
と
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
地
域
福
祉
推
進

の
専
門
機
関
と
し
て
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
。

二
、
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
と
会
員
制
度
の
促

進
三
、
福
祉
委
員
制
度
の
確
立
に
よ
る

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
推
進

四
、
合
併
に
よ
る
相
乗
効
果
の
発
揮

と
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差
の
是

正
五
、
高
齢
者
等
の
暮
ら
し
に
困
っ
て

お
ら
れ
る
方
の
自
立
支
援
の
促
進

六
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

七
、
新
介
護
予
防
等
の
事
業
に
取
り

組
み
介
護
事
業
所
の
基
盤
強
化
を

図
る
。

（
事
　
　
業
）

一
、
法
人
運
営
管
理
の
た
め
の
総
合

的
事
業

二
、
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
活
動
事

業
の
推
進

三
、
高
齢
者
・
障
害
者
（
児
）
・
母

子
寡
婦
・
遺
族
の
支
援
と
青
少
年

の
健
全
育
成

四
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
自

立
援
護
事
業

五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

六
、
災
害
者
救
援
激
励
援
護
事
業

七
、
介
護
保
険
及
び
介
護
予
防
事
業

八
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管

理
事
業

九
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営

管
理
事
業

十
、
公
園
の
管
理
運
営
事
業

十
一
、
高
齢
者
統
合
在
宅
支
援
事
業

十
二
、
福
祉
の
店
運
営
管
理
事
業

十
三
、
葬
祭
用
具
の
貸
出
事
業

十
四
、
そ
の
他

平
成
十
八
年
度

平
成
十
八
年
度 

事
業
計
画
と
予
算

事
業
計
画
と
予
算 
平
成
十
八
年
度

平
成
十
八
年
度 

事
業
計
画
と
予
算

事
業
計
画
と
予
算 
平
成
十
八
年
度 

事
業
計
画
と
予
算 

一 般 会 計 収 入 支 出 予 算 

550,498千円 
一 般 会 計 収 入 支 出 予 算 

550,498千円 

その他 
・会費収入　　　　　　　2,382（0.4%） 
・利用料収入　　　　　　1,731（0.3%） 
・負担金収入　　　　　　1,726（0.3%） 
・助成金収入等　　　　　2,310（0.5%） 

その他 
・貸付金　　　　　　　　2,742（0.5%） 
・借入金元金償還金支出　2,330（0.4%） 
・借入金利息支出　　　　   397（0.1%） 
・施設整備支出　　　　　   350（0.1%） 

収入 
550,498千円 

支出 
550,498千円 

介護保険収入 
231,775千円 
42.1%

人件費 
323,867千円 
58.8%

事業費 
152,195千円 
27.6%

補助金収入 
106,381千円 
19.3%

受託金収入 
94,403千円 
17.1%

繰入金収入 
31,319千円  5.7%

繰入金支出 
31,226千円  5.7%

事務費 
26,711千円  4.9%

前期末支払資金残高 
27,240千円  4.9%

寄付金収入 
22,217千円  4.0%

事業収入  21,474千円  3.9% 共同募金配分金  7,540千円  1.4%

その他  8,149千円  1.5%

予備費  10,680千円  1.9%

その他  5,819千円  1.1%



（3） 第7号 1 8 . 5 . 1 5

法人運営事業費 
事務職員設置費 
福祉活動専門員費 
企画広報事業 
ふれあいのまちづくり事業 
地域福祉活動事業 
老人福祉事業 
心配ごと相談等受託事業 
生活福祉資金貸付受託事業 
障害児・母子・児童福祉事業 
地域型福祉学習事業 
移送サービス（受託）事業 
軽度生活支援等受託事業 
生きがい活動支援受託事業 
給食サービス受託事業 
寝具洗濯乾燥消毒サービス受託事業 
遺族援護事業 
災害福祉活動事業 
一般募金配分金事業 
歳末たすけあい配分金事業 
地域福祉活動基金 
ボランティア広報登録事業 
ボランティア研修事業 
福祉体験事業 
地域福祉権利擁護受託事業 
福祉資金貸付事業 
居宅介護支援事業 
訪問介護事業 
訪問入浴事業 
通所介護事業 
居宅介護事業 
保健センター事業 

事　業　名 

法人運営事業費 
事務職員設置費 
福祉活動専門員費 
企画広報事業 
ふれあいのまちづくり事業 
地域福祉活動事業 
老人福祉事業 
心配ごと相談等受託事業 
障害児・母子・児童福祉事業 
移送サービス（受託）事業 
災害福祉活動事業 
一般募金配分金事業 
地域福祉活動基金 
ボランティア広報登録事業 
ボランティア育成事業 
福祉体験事業 
地域福祉権利擁護受託事業 
その他 

合　　　　計 

単位（千円） 

1,661 
301 
353 
1,948 
5,114 
7,665 
2,839 
735 
579 
246 
295 
599 
330 
420 
916 
428 
122 
48 

24,599

51,319 
43,986 
23,386 
1,948 
10,806 
7,842 
11,885 
1,234 
579 
887 
305 

28,798 
3,123 
42,655 
19,257 
1,104 
1,480 
365 
4,709 
3,440 
713 
1,225 
1,662 
1,028 
4,575 
2,782 
54,508 
99,908 
6,615 
81,206 
34,898 
2,270

一 般 会 計 予 算  

会 費 ・ 寄 付 金 の 使 途  

　総　　　額 550,498千円 

特 別 会 計  特 別 会 計  

公益事業 １２１,７２６千円 
　シルバー人材センター 92,383 
　高梁総合福祉センター 18,348 
　成羽総合福祉センター 10,886 
　公園管理事業 109

収益事業 ７,８８９千円 
　葬祭用具貸出事業 738 
　福祉の店事業 1,544 
　高齢者統合在宅支援事業 
 5,617

生きがい活動支援受託事業実施のようす



1 8 . 5 . 1 5 第7号 （4）

備
　
中
　
支
　
所
　
紹
　
介

備
中
支
所
は
、
備
中
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
・
や
す
ら
ぎ

荘
）
内
に
あ
り
、
隣
接
す
る
社
会
福

祉
法
人
旭
川
荘
が
運
営
す
る
「
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
荘
」、
ま
た

市
が
運
営
す
る
「
備
中
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
福
祉
施
設
と
と
も

に
、
行
政
、
医
療
等
の
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
心
配
ご

と
相
談
事
業
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
育
成
支
援
事
業
、
ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
、
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
、

生
き
が
い
活
動
支
援
事
業

（
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
な
ど
の
在
宅
福
祉
関

係
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
支
援
、
介
護
保
険

（
居
宅
介
護
支
援
・
訪
問

介
護
・
訪
問
入
浴
・
通
所

介
護
）
事
業
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
よ
る
訪
問
介

護
事
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
で

す
。事

務
職
員
三
名
と
介
護

職
員
二
十
一
名
は
、
皆
様
か
ら
愛
さ

れ
る
支
所
で
あ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

所
在
地

備
中
町
布
賀
三
五
一
三
―
二

TEL
$5
３
１
３
１

岡山県共同募金会高梁市支会 

平成18年度　収入支出予算　11,530千円（事務会計） 

共同募金配分金 
7,871千円  68.3%

  歳末たすけあい 
 募金配分金 
3,430千円 
 29.7%

事務費交付金・ 
受取利息・繰越金 
229千円  2.0%

共同募金配分金 
7,871千円  68.3%

  歳末たすけあい 
 募金配分金 
3,430千円 
 29.7%

事務費 
229千円  2.0%

収入 
11,530千円 

支出 
11,530千円 

備中高齢者生活福祉センター



（5） 第7号 1 8 . 5 . 1 5

支　会　だ　よ　り

高
　
　
梁

四
月
十
四
日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
高
梁
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
開
所
式
が
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
（
友
遊
会
・
山
本
都
久
子
会

長
）
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
利
用
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
四

十
名
が
参
加
。

は
じ
め
に
今
年
度
の
事
業
計
画
の

高
梁
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

説
明
が
あ
り
、
昼
食
の
あ
と
、
石
井

保
高
梁
公
民
館
長
に
よ
る
「
備
中
松

山
城
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
、
松

山
城
の
築
城
か
ら
修
築
ま
で
の
歴
史

に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
六
十
五
歳
以
上
の
身
体
が

虚
弱
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
毎
月
一

回
、
機
能
訓
練
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お

り
、
朝
霧
温
泉
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
を

利
用
し
た
行
事
も
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
健
康
増
進
課

TEL
@1
０
２
６
７

生
き
が
い
対
策
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
四
月
六
日
か
ら
恒
例
の
「
お
花

見
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

高
梁
自
然
公
園
の
新
城
池
、
紺
屋

川
筋
、
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
な
ど
市
内

の
自
然
と
情
緒
あ
ふ
れ
る
町
並
み
を

満
喫
し
ま
し
た
。

今
春
は
、
雨
天
の
日
が
多
く
、
車

窓
か
ら
の
お
花
見
と
な
っ
た
日
も
あ

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
き
れ
い
だ
ね
。
や
っ
ぱ
り
花
は
い

い
な
あ
。」
と
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
特
産
品
な
ど
お
土
産

の
品
定
め
も
楽
し
み
の
一
つ
。
会
話

も
弾
み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
春
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
定
に
は
、
手
芸
教
室

や
秋
の
遠
足
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

川
上
い
き
い
き
交
流
館

TEL
$8
３
６
５
０

川
　
　
上

川
上
生
き
が
い
対
策
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

有漢支会では、このほど赤い羽根たすけあ
い号を購入しました。これは岡山県共同募金
会から特別配分を受けて購入したもので、ス
テップワゴンの８人乗り。地域福祉活動に利
用しています。

有　　漢

広兼邸周辺でお花見会

松山城について学ぶ参加者



1 8 . 5 . 1 5 第7号 （6）

成
　
　
羽

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

幼児期の親の接し方が語られた講演会

成
羽
支
会
は
、
こ
の
ほ
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
演
会
を
三
回
に
わ
た
っ
て

開
催
し
ま
し
た
。
三
回
目
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
主
婦
ら
約
三
十
名
が
参

加
。
岡
山
学
芸
館
高
校
保
護
者
教
育

相
談
員
の
森
美
智
子
氏
を
講
師
と
し

て
招
き
、「
家
庭
の
中
に
愛
が
あ
り

ま
す
か
〜
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
〜
」

と
い
う
演
題
で
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
子
供
の
心
は
三
歳
ま
で
が
一
番

大
切
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
心
が
豊
か

に
育
つ
よ
う
親
の
愛
を
い
っ
ぱ
い
か

け
て
育
て
て
く
だ
さ
い
。」
と
青
少

年
が
引
き
起
こ
す
様
々
な
事
件
や
問

題
は
、
幼
い
頃
の
親
の
愛
情
の
欠
如

や
接
し
方
に
起
因
す
る
こ
と
を
、
自

ら
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
「
こ
れ
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
た
せ
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
は
、「
訪
問
介
護
員
養

成
研
修
二
級
課
程
」
の
資
格
を
目
的

と
し
て
、
県
知
事
か
ら
指
定
を
受
け
、

実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
…
六
十
歳
〜
六
十
四
歳
ま
で

の
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方
　

▽
講
習
期
間
…
平
成
十
八
年
七
月
十

八
日
（
火
）
〜
十
二
月
四
日
（
月
）

（
延
二
十
二
日
程
度
）

▽
場
所
…
高
梁
市
向
町
二
一
―
三

「
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

▽
資
格
等
…
所
定
の
課
程
修
了
に
よ

り
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
」
を

取
得
で
き
ま
す
。

▽
定
員
…
二
十
五
名

▽
応
募
期
間
…
六
月
二
十
六
日
（
月
）

〜
七
月
八
日
（
土
）

▽
応
募
方
法
…
希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ

に
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
住

所
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
左
記
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

〒
七
〇
〇
―
〇
九
〇
七

岡
山
市
下
石
井
二
―
一
―
三

第
一
生
命
ビ
ル
10
Ｆ

6
岡
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

TEL
０
８
６
―
２
３
５
―
０
１
２
８

十
八
年
度
も
事
前
研
修
会
を
七
月

上
旬
に
、
事
後
研
修
会
を
八
月
後
半

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

▽
対
象
…
市
内
へ
在
住
又
は
通
学
し

て
い
る
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学

生
▽
内
容
…
市
内
の
施
設
及
び
地
域
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
活
動

▽
問
い
合
わ
せ
…
社
会
福
祉
協
議
会

各
支
所

お

知

ら

せ

▽
職
種
…
介
護
職
（
一
名
）
昭
和
六

十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
心
身
と
も
に
健
康

で
職
務
に
意
欲
の
あ
る
方

▽
資
格
等
…
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二

級
、
普
通
自
動
車
免
許

▽
勤
務
場
所
…
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ

さ
ゆ
り
苑
（
成
羽
町
長
地
四
五
三

―
五
）

※
申
込
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
…
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

TEL
@2
７
２
４
３



（7） 第7号 1 8 . 5 . 1 5

高梁市社会福祉協議会へ平成18年3月と4月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
南
　
町
　
西
　
　
和
美

（
故
・
伯
次
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
御
前
町
　
谷
本

子

（
故
・
潔
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
須
山
　
増
夫

（
故
・

夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
川
井
　
通
生

（
故
・
暉
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
瀧
森
未
年
夫

（
故
・

様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
竹
波
　
正
通

（
故
・

様
の
ー
）

金
一
封
　
東
京
都
　
小
林
　
　
薫

（
故
・
専
助
様
の
ー
）

金
一
封
　
内
山
下
　
河
元
　
英
利

（
故
・
英
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
茨
城
県
　
平
野
　
誠
司

（
故
・
あ
き
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
脇
　
一
郎

（
故
・
景
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
横
　
町
　
松
本
　
　
進

（
故
・
力
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
水
内
　
敏
正

（
故
・
島
田
花
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
西
平
　
真
治

（
故
・
剛
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町

塩
田
　
桂
二

（
故
・
陽
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
漢
町

南
　
　
春
子

（
故
・
唯
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
端
町

石
川
　
　
寧

金
一
封
　
松
原
町
　
瀧
森
未
年
夫

（
故
・

様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
山
口
　
　
勇

（
故
・
美
鶴
様
の
ー
）

《
高
倉
地
区
へ
》

金
一
封
　
高
倉
町
　
藤
村
　
元
気

（
故
・
新
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
西
森
　
　
章

（
故
・
靖
一
様
の
ー
）

五
万
円
　
落
合
町
　
中
村
　
光
男

（
故
・
弘
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
安
原
家

（
故
・
睦
子
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
細
川

己

（
故
・
英
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

藤
井
　
哲
彦

（
故
・
秋
野
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

田
　
啓
悟

（
故
・
八
千
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

平
松
　
知
芳

（
故
・
桂
吾
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

小
林

美

（
故
・

樹
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

河
原
　
　
均

（
故
・
嘉
久
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

大
森
　
博
美

（
故
・
貴
美

様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

早
川
　
時
江

（
故
・
剛
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

平
松
　
康
人

（
故
・
豊
様
の
ー
）

（
故
・
滉
様
の
ー
）

三
万
円
　
中
井
町

西
村
　
知
子

（
故
・
安
友
様
の
ー
）

金
一
封
　
弓
之
町

松
下
　
英
雄

（
故
・
昭
平
様
の
ー
）

金
一
封
　
奥
万
田
町

犬
間
　
勝
美

（
故
・
そ
で
の
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町

藤
森
さ
か
よ

（
故
・
久
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町

川
上
　

（
故
・
岩
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町

藤
村
　
恭
一

（
故
・
眞
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町

横
見
　
　
一

（
故
・
俊
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町

小
野
　
昌
道

（
故
・
義
和
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町

伊
賀
　
武
彦

（
故
・
榮
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町

安
原
家

（
故
・
睦
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
横
　
町

荊
尾
　
宏
衞

（
故
・
金
六
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町

大
森
　
正
俊

（
故
・
高
正
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
原
町

小
見
山
恭
英

（
故
・
忠
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

浦
田

司

（
故
・
公
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

廣
島
　
健
次

（
故
・
剛
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町
　
横
見
　
　
一

（
故
・
俊
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
小
野
　
昌
道

（
故
・
義
和
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
森
脇
　
勝
治

（
故
・
潔
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
川
井
　
通
生

（
故
・
暉
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

浦
田

司

（
故
・
公
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

廣
島
　
健
次

（
故
・
剛
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
巨
瀬
町

水
内
　
敏
正

（
故
・
島
田
花
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町

藤
森
　
節
一

（
故
・
久
茂
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町

森
元
　
文
男

（
故
・
イ
ト
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
脇
　
一
郎

（
故
・
景
夫
様
の
ー
）

三
万
円
　
中
井
町
　
西
村
　
知
子

（
故
・
安
友
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
村
　
　
優

（
故
・
章
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
竹
波
　
正
通

（
故
・

様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

五
万
円
　
宇
治
町
　
山
下
　
安
生

（
故
・
房
一
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》
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《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
東
広
島
市

西
江
　
辰
美

（
故
・
ヒ
サ
ノ
様
の
ー
）

金
一
封
　
坂
　
本
　
松
田
　
廣
志

（
故
・
頼
夫
様
の
ー
）

十
万
円
　
成
　
羽
　
吉
井

一

（
故
・
美
知
子
様
の
ー
）

五
万
円
　
成
　
羽
　
別
所
　
澄
之

（
故
・

子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
谷
町
　
大
久
保
哲
司

（
故
・
倉
田
登
美
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
田
中
　
良
和

（
故
・
和
成
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
　
野
　
加
藤
　
淑
子

（
故
・
富
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
森
　
　
直
樹

（
故
・
俊
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
相
　
坂
　
那
須
い
つ
子

（
故
・
操
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
藤
元
　
道
正

（
故
・
武
斗
師
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
寄
　
杉
田
　
　
清

（
故
・

一
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
伊
藤
　
亮
三

（
故
・
和
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
坂
　
本
　
赤
木
　
　
進

（
故
・

様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
大
竹
　
川
上
　
哲
生

（
故
・
s
五
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
川
上
　
貞
則

（
故
・
多
美
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
臘
　
数
　
西
井
　
正
充

（
故
・
モ
ト
ヱ
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
江

和
子

（
故
・
孝
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
志
藤
用
瀬

宮
本
　
敬
秀

（
故
・
千

様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
山
下
　
康
昭

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
262
・
263
回
目
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
　
剛

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
へ
》

四
万
五
千
円

中
井
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
丸
橋
　
愛
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
　
剛

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
へ
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
森
田
　
次
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
森
下
美
智
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
有
漢

江
田

太
郎

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

綱
島
　
伸
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

大
森

子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

田
村
　
　
功

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

森
本
　
　
宏

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

山
縣
　
和
正

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

山
縣
喜
久
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

葉
書
五
十
枚

有
漢
西
婦
人
会
長
　
吉
岡
　
伸
子

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封

岡
山
県
立
成
羽
高
等
学
校

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
仁
　
賀
　
妹
尾

利

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
柏
木

樹

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
領
　
家

三
木
　
茂
明

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
高
　
山

雛
元
　
成
樹

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田

男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
w
見
　
久
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

（
故
・
永
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
三
原
　
由
一

（
故
・
マ
サ
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
山
下
　
　
登

（
故
・
愛
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
大
塚
　
純
子

（
故
・
忠
義
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
亀
石
　
敏
之

（
故
・
静

様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
石
井
　

（
故
・
清

様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
三
宅
　
　
実

（
故
・
弘
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
山
室
　
マ
ツ

（
故
・

三
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
松
岡
　
孝
志

（
故
・
智

子
様
の
ー
）

金
一
封
　
福
井
市
　
瀧
本
　
　
宏

（
故
・
茂
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
赤
木
　
正
典

（
故
・
強
様
の
ー
）

金
一
封
　
臘
　
数
　
山
室
　
　
進

（
故
・
多
賀
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
塚
下
　
廣
志

（
故
・
孝
一
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
平
　
川
　
井
上
　
　
毅

（
故
・
キ
ヨ
ノ
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
三
宅
　

（
故
・

美
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
上
野
　
英
雄

（
故
・
タ
ヨ
ノ
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
内
藤
　
　
久

相
談
日

五
月
三
十
日
（
火
）

受
　
付

十
時
〜
十
二
時

審
査
開
始

十
時
三
十
分
〜

科
　
目

肢
体
、
聴
覚

内
　
容

補
装
具
（
義
肢
、
装
具
、

補
聴
器
な
ど
）
の
交
付
や

修
理
の
相
談
等

そ
の
他

相
談
は
無
料
（
補
装
具
の

交
付
、
修
理
は
所
得
に
よ

り
負
担
が
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

会
　
場

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
参
品

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課

TEL
@1
０
２
６
４

身
体
障
害
者 

巡
回
更
生
相
談 


